
Youth  Manna
2024/9/9(月)

エペソ4:1-16 
●「召しにふさわしく歩む」という勧
めは、君にも言われていることだろう
か？ 
●イエス様が「使徒」や「預言者」
「伝道者」「教師」「牧師」を立てた
と書いてあるね。その目的は何だと書
いてあるかな？12節を読もう！ 
●教会の目指す姿は「キリストの満ち
満ちた身丈」だと書いてあるね。教会
はイエス様ご自身を表すキリストのか
らだなんだ。キリストのからだの各部
分である私たち一人一人も、イエス様
をゴールとして成長し歩むものとされて
いるんだね。 
今日イエス様のように歩むために、自
分が特に意識したいことはなんだろ
う？祈って生活を始めよう！

2024/9/10(火)
エペソ4:17-32 

　神様に出会って変えられる前の古い
生き方を捨てること、そして新しくさ
れるようにと書いてあるね。イエス様
を信じて教会に毎週集まっていても、
私たちの内側には、まだ捨て去るべき
悪い行いや考え、習慣があるものなん
だ。 
　それを放っておくと、悪魔に機会を
与えることとなって(27)、自分や他の
人の人生を破壊し、神様から離れる方
向に進んでしまうんだよ。 

30節を読んで、今神様を悲しませてい
る罪がないか、自分の心を探ろう。神
様に祈って気付いた罪があれば、心か
ら悔い改める祈りをし、十字架の赦し
を受け取ろう！

2024/9/11(水)
エペソ5:1-20 

●聖書はあなたを「愛されている子ど
も」と呼んでいる。君は天の父に愛さ
れていることを知っているだろうか？
また、イエス様はどのように私たちを
愛されたのだろうか(2)。 

●3-5節を読んで、心に刺さる箇所は
あるだろうか？そして、8節「光の子
ども」として歩む生き方はどのような
ものだと書いてあるだろうか？ 

●自分の力で良い人間になろうと努力
するのではなく、イエス様の十字架で
なされたことに信仰をおき、聖霊に満
たされることを切に追い求めよう！自
分の心の真ん中に神様をお迎えして今
日1日をスタートさせよう！

2024/9/12(木)
エペソ5:21-33 

　聖書が言っている夫婦とはどんな関
係かな？また、誰のようにそれをしな
さいと命じているだろうか(24,25節) 

　26,27節に『～がそうされたのは』
と主イエスの十字架による最終的な目
標が書かれているよ。それは、一人一
人の信仰者が結び合わされ、愛のうち
に完成した教会を神の前に立たせるこ
とだよ。 
　聖書は夫婦が一体である事を教えて
いるけるど、キリストと教会も一体な
んだ！イエス様が教会をどれほどのあ
いで愛しておられるかを想像してみよ
う。そして自分たちも互いに従い合う
ことができるように祈ろう！

2024/9/13(金)
エペソ6:1-9 

1-3vを読もう。 
●両親に対する態度をどうするように
語られているかな？そしてそのことは約
束を伴っている。それは何？ 

●親を敬うってどんなことだと思う？
逆にどんな態度だったら敬っていない
かな？ 

●ユース時代に親を敬うのは、何でもか
んでも言う通りにするって言うのとは
違う。時には自分の考えを伝えて分かっ
てもらおうとすることも大事だ。でも
なかなか難しかったりする。一人で悩
まずに分かち合ってみんなで考えても
良いんじゃないかな。

2024/9/14(土)
エペソ6:10-24 

　エペソの教会の人々へ、パウロは最
後に戦うべき相手は誰か、どのように
戦うのかを伝えているね。私たちが神
様に頼れない、礼拝させないようにす
る悪魔がその相手なんだ。そして主に
あって、つまり神様との関係を持ち続
けることで私たちは強められ戦うこと
ができるんだね。 
　そのための『神の武具』はどんなも
のだったかもう一度読んでみよう！そ
して、パウロが教会のために祈り、自
分のことも『祈ってください』と記し
たように、私たちもお互いの信仰のた
めに祈り合おう！

2024/9/15(日)
イザヤ１章 

　イザヤを通して、神様は民たちに厳し
いことばを語ります。それは、神によっ
て支えられてきた人々がその神を忘れ、
背き、離れていったからです。 
　また、礼拝をささげていながら、人に
対して良くない行いをしている人たちも
いました。その結果、厳しい結果になる
ことを神様は語りますが、それだけでな
く、「贖い」ということばが出てきま
す。 
　神様は民たちが回復し、神様に立ち返
ることを願っているからこそ、厳しいこ
とばを語られているんだね。イザヤを通
して語られる、神様のことばにこめられ
ている、みこころはなんだろうか。 
　今日から始まるイザヤ書のデボーショ
ンを通して、さらに神様のみこころを知
ることが出来るように祈ろう！！

彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わり
を持ち、パンを裂き、祈りをしていた。 
使徒の働き２章42節


